


（略） （略） （略） 

免疫チ

ェック

ポイン

ト阻害

薬 

（略） （略） 

Durvalumab 73.6

（放射

性肺臓

炎を含

む）***16) 

（略） （略） （略） 
 

（略） （略） （略） 

免疫チ

ェック

ポイン

ト阻害

薬 

（略） （略） 

Durvalumab 13.9

（放射

線肺臓

炎を含

む）***16) 

（略） （略） （略） 
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a. テガフール・ウラシル（UFT） 

葉酸拮抗薬で免疫抑制作用もあ

り、抗がん剤としての使用の他、関

節リウマチ、乾癬などにも使用さ

れている。用量依存性、服用期間依

存性に肝障害が発症、悪化する。代

謝産物に肝毒性があり、初期には

脂肪化、核多型、炎症（脂肪肝炎類

似）を認めるが、進行と共に線維化

が進行し肝硬変に至り、発癌の報

告もある。自覚症状はあまりなく、

使用開始後軽度にトランスアミナ

ーゼ上昇を来すが、線維化の進行

を示す指標とはならず診断には超

音波検査や肝生検を必要とする。

高齢者、基礎に肝疾患のある患者、

アルコール多飲者では悪化しやす

い。トランスアミナーゼ上昇は葉

酸の投与で改善する。 

 

a. テガフール・ウラシル（UFT） 

抗がん剤の中では UFT による薬

物性肝障害の頻度が高い。PMDA に

よると、2009 年に UFT による症例

が 38 例報告されており、うち 6 例

は肝不全の症例であった [62]。し

かし、その後 UFT による薬物性肝

障害は減少傾向にある。これは他

の優れた抗がん剤が登場し、UFT の

使用頻度が減少していることに起

因すると考えられる。一方、2010～

16 年に発症した急性肝不全、LOHF

の全国調査では、抗がん剤による

薬物性症例のうち UFT が起因の症

例は 11 例で最も多かった（表 17）

[2, 3]。 
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